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•豊かな自然環境を活かした
自然体験学習や環境教育、
地域学習

•先駆的な探究型総合学習の
実践

•ESDやユネスコスクールの普
及は低調

•県内でESDを普及・推進する
ためにコンソーシアムを構築

長野県における背景



•生物圏保存地域（BR）

•自然と人間社会との共生の
モデル地区

•ESDの場として好適、相乗効
果が期待

•「持続可能な開発について
学ぶ場所」

ユネスコエコパーク



•移行地域のすべての学校が
ユネスコスクールに加盟

•観光協会・ガイド組合による
環境教育プログラム提供な
ど多様なステークホルダーに
よるESD実践が展開

•他地域のユネスコスクールが
校外学習等で訪問

志賀高原ユネスコエコパークとESD



•全ての教員を対象に，教育に
ESDの視点を取り入れるた
めの実践的な学校出前研修

•教育委員会等との連携によ
るESD普及・推進を目的とし
た研修

教職員研修



•教育学部必修科目「環境教
育」等でESDを取り上げ、そ
の実践に取り組むことができ
る教員・人材を養成

•教職員研修やイベントと連携
した授業（学部・大学院）

教員・指導者養成



•BRを活用したESDの実践事
例を発信

•海外視察の受け入れ

国際交流・発信



•全国BR地域、県内ユネスコ
スクール等でESDで学ぶ子
どもたちが学習成果を発表し
あい、学びあうイベント

•対面開催からオンライン開催
に移行して全国イベントに

•R6年度は発表31団体、同接
1673。英語使用の国際枠も
設定し、カンボジア、中国、台
湾からも参加。

「成果発表＆交流会」の開催



•「成果発表＆交流会」で発表
された実践事例をデータベー
ス化、Webサイトで公開（実
践記録、動画（一部）、感想）

•一部は英語化

•冊子を作成して全国BRの教
育関係者に配布

実践事例の発信



•県内でのESD/SDGsの推進

–普及から深化へ

•BRでのESD/SDGsの推進

–国内外との連携強化

•持続可能な地域づくりへの

貢献

–成果の検証とさらなる発展

今後の活動

「成果発表＆交流会」の様子は

こちらからご覧ください。


